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　林木の樹高を正確に測定することは，保続的な森林経

営計画の立案の基礎として重要な課題である．また立木

のままで地上から樹高を測定することは，林木蓄積，生

長量および地位判定のためにも必要なことである．ある

特定林分の立木材積を求める時に現在よく使用されるの

は，胸高直径を関数とする一変数材積表によるか，胸高

直径，樹高を関数とする二変数材積表による場合であ

る．

　一変数材積表が有効であるのは，胸高直径と材積の相

関が非常に高い場合である　スギ，ヒノキ等に比較して

樹形の複雑なクロマツでは，同一胸高直径に対する，樹

高や材積に変動がみられるI1〕．この点一変数材積表を用

いることは精度的に難点がある．また胸高直径と樹高か

ら樹高曲線を求めようとしても，同じ理由からバラツキ

が大きく，適切な樹高曲線を得ることが出来ない．クロ

マツ林木に対しては二変数材積表を用いる方が精度上の

観点からもすぐれている2）．そのためには樹高測定の精

度をよくすることが必要である．しかし現実の林内で

は，地上から林木の梢端を見透して樹高を測定すること

が困難な場合が多い　最近光学的な測高器も考案されて

いるが，急傾斜地とかウッペイ林では使用が困難であ

り，誤差も生じ易い．クロマツのように毎年規則正しく

輪状側枝を出しながら生長するマツ類にあっては，毎年

の樹高生長量を測桿等を使用することにより正確に測定

できるという利点がある．また毎年生ずる節間の数を数

えることによって樹令も正確に知ることができる．した

がってクロマソー斉林分においては，その申から標本木

を抽出し，一定期間の樹高生長量と樹高を測定し，両者

の相関が非常に高い場合には，回帰式を導き，その式を
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用いることによって，その林分における林木の樹高を，

一定期間の樹高生長量から推定することが考えられる．

ここではクロマツ林木の各種挾高と樹高との関係に焦点

をしぼってとりまとめたものである．本実験の実施にあ

たって，林木の測定と資料整理に協力された元専攻生雑

賀一美君に対し謝意を表する．

　　　　　　　　調　　査　　地

　調査地としては，クロマツの一斉林分の多い場所を考

慮して，島根県八束郡鹿島町の古浦，江角，佐陀本郷を

選定した．この地域は日本海岸に近く，クロマツの一斉

人工造林地が多く存在している．調査林は林令が明らか

で，一斉林であることを条件として，A，B，C，D，

E，Fの地区を選んだ．B地区およびC地区は，地形と

林相上から，それそれB地区上部（B1），B地区下部（

B2），C地区上部（Cヱ），C地区下部（C2）の各地区

にわけた　以下各地区の樹令，標本木数，平均樹高等に

ついて述べる．A地区：小高い峯筋上にあり，35年生の

一斉林，標本数15本．B地区：北西に面した斜面の人工

林で，地位もよく，30年生の一斉林．Bエ地区で標本数

15本，平均樹高12．3m，B2地区で標本数20本，平均樹

高15．7m．C地区：北西に面した30年生の人工林．C1

地区で標本数15本，平均樹高125m，C2地区で標本数

15本，平均樹高11．3m．D地区：海岸に面した峯筋の

林で45年生の一斉林，標本数10本，平均樹高13．Om．E

地区：東に面した40年生の一斉林，標本数10本，平均樹

高14．8m．F地区：北東に面した40年生の一斉林，標

本数8本，平均樹高17．5m，なお調査は昭和45年から

46年にかけて実施した．

　　　　　　　　実　験　方　法

　クロマツ林木が毎年，輪状側枝を出して生長する性質
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図一1．各地区における各種挾高と樹高との関係

を利用し，胸高部位（地上1．2m）のすぐ下の節を基点

として，それから3年間の伸長生長量を3一年挾高，基

点から5年目のところまでの長さを5一年挾高，同様に

7一年挾高，10一年挾高とそれぞれ名づけた．ここで挾

高というのは胸高のすく下の節からの樹局定期生長量を

意味している．胸高のすぐ下の節を基点としたのは，こ

の基点から下部の根元までは，伸長生長量もすくなく，

病害虫，気象害などの外的条件や植付けなどの影響を受

け易く，また節の痕跡の判定が困難なことが多いなどの

理由からである3）4）．

一実　験　結　果

　各地区における，3一年挾高，5一年侠高，7一年挾

高，および10一年挾高と樹高との関係を示すと図一1の

通りである相関係数が小さく回帰が有息でないものに

は回帰直線はひかかなった．また各地区における各種挾

高と樹高との相関係数，回帰式およびC一検定の結果を

示すと表一1の通りである．なお，A，B2，C2，Dの

各地区における10一年挾高と樹高の回帰の分散分析の結

果を示すと表一2のとおりである．各地区別に5本ずつ

の優勢木を抽出し5），優勢木における3一年，5一年，

7一年，10一年挾高の各平均値を比較して示すと図一2

のとおりである．
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　　図一2．各地区における挾高の比較

考　　　　　察

　各地区のなかで，C2地区では3一年挾高，5一年挾

高と樹高との相関係数は，ブ3＝O．717，ブ5＝O．720，

またD地区でr3＝O．768，プ5；O．775であるが，これ

らの地区においては，3一年挾高，5一年挾高と樹高と
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の間ではかなり高い相関を示している．しかしB2地区

ではブ3＝O．149，r5＝O．361，またC1地区ではブ8＝

O．130，r5＝O．523であり，これらの地区ではかなり低

い値を示している．これら3一年挾高や5一年挾高では

，樹高との相関関係において，地区によりかなり大きな

変動がみられる　これは林木集団の変異性の大きさに左

表一2　回帰性の有無の検定のための分散分析表

　　2－1　A地区（10一年挾高と樹高）

要 因

回帰によ
る変動

回帰から
の変動

表一1．各地区における，各種挾高と樹高との

　　　相関係数および同帰式

計

平方和

17．360

5．473

22．833

自由
度

1
13

14

Y＝α十ろX

不偏分散

17．360

0．421

地

区
相関係数

不　偏
分散比

※※※

41．23

判定基準

列。（O・001）

　　＝17．8

A

B1

B2

C1

C2

D

F

「3　＝O．536

r5　＝O．735

ブ7＝O．844

ブ10＝0．872

ヅ3　＝0，599

ブ5　＝O．683

ブ7　＝O．735

ブ10＝O．863

ブ3　　＝O．149

ブ5　＝0，361

ブ7　＝0，663

ブ10＝O．953

ブ3　；O．130

ブ5　＝O．523

プ7　＝O．675

ブ10＝O．819

73　＝O．717

ブ5　＝O．720

ブ7　＝O．885

r工o＝O．904

r3　＝0，768

ブ5　；O．775

ブ7　＝O．831

ブ10＝0．877

ブ3　＝O．580

ブ5　＝O．786

ブ7　＝O．884

ブ10＝0．889

ブ3　＝O．316

ブ5　＝0，467

r7　＝O．540

r1o＝0．730

α

十9，518

＋7，798

＋4，229

＋2．843

十4，734

＋O．164

－1，507

・5．310

一13，558

＋7，807

＋2，875

＋O．723

十10，529

＋3，223

＋0，469

－2．806

十6，239

＋5，323

＋3，010

＋2．504

十6，360

＋6，332

＋5，324

＋4．604

十11，249

＋8，651

＋8，441

＋7．497

ろ

2．091

2．128

2．766

2．389

7．699

6．875

5．075

4．367

1．301

2．641

2．863

2．428

1．823

5．383

4．778

4．071

5．235

3．480

3．053

2．211

5．637

3．450

2．828

2．221

3．901

4．027

2．995

2．625

C　検　定

十10，063

＋4，021

－0，445

－11．870

2－2　B2地区（10一年挾高と樹高）

P
要

2．07410．05＞P＞O．02

3．2550．01＞P＞O．001

4，170　　　P＜0．001

4，643　　　　P＜O．O01

回帰によ
る変動

2．360

2．892

3．255

4．521

O．619

1．559

3．291

7．684

O．539

2．394

3．380

4．757

同帰から
の変動

計

平方和

111．369

12．149

123．518

自由
度

1
18

19

不偏分散

111．369

O．674

不　偏
分散比

　※※※
165．23

判定基準

Fl。（O・O01）

　　＝15．4

O．02＞P＞O．01

0．01＞P＞O．O01

0．01＞P＞0，001

　　　P＜O．001

O．55＞P＞O．50

0．15＞P＞O．10

0．01＞P＞0，001

　　　P＜O．001

2－3　C2地区（10一年挾高と樹高）

因

回帰によ
る変動

回帰から
の変動

計

平方和

48．740

10．893

59．633

自由
度

1
13

14

不偏分散

48．740

O．838

不　偏
分散比

※※※

58．16

判定基準

列。（O・O01）

　　＝17．8

2－4　D地区（10一年挾高と樹高）

O．60＞P＞O．55

0．02＞P＞O．01

　　　P＜O．O01

　　　P＜O．O01

3．1230．01＞P＞O．001

3．1440．01＞P＞O．001

4，844　　　　P＜O．001

5，174　　　　P＜O．001

2．687

2．732

3．152

3．606

O．01＞P＞O．O01

0．01＞P＞O．O01

0．01＞P＞O．O01

　　　P＜O．O01

1．6560．10＞P＞O．05

2．8070．01＞P＞O．001

3，688　　　　P＜O．001

3，749　　　　P＜O．001

2．980

4．011

3．889

5．195

O．7320．50＞P＞O．45

1．1320．30＞P＞O．25

1．9550．10＞P＞O．05

2．0760．05＞P＞O．02

※　〉π一3　1＋rC－　　　1ogθ
　　　　2　　　1一ブ

要因1平方和 星由1不偏分散雰散倒判定基準

回帰による変動

66．928 66．928
※※※26．54

瑞（O・O01）　＝25．4

回帰からの変動

20．172 1
8
9
1

2．522

計 87．100

※※※O．O01水準で有思

右されたものと思われる．しかし，7一年挾高や10一年

挾高と樹高との相関は，7一年挾高ではF地区のr7＝

O．540からC2地区のr7：0，885であり，地区により

差がみられるが，各地区ともかなり高い値を示してい

る．10一年挾高では，F地区のブ10＝O．730からB2

地区のブ10；O．953であり，各地区ともに樹高との相関

が高い．また各地区とも，3一年挾高，5一年挾高，7

一年挾高，10一年挾高と挾高が大きくなるにしたがっ

て，樹高との相関は高くなっている．30年～45年生位の

林分において，7一年挾高や10一年挾高は，樹高との間

にかなり高い相関をもっている．したがってクロマツの

一斉林において標本木を抽出し，その相関が高い場合は

両者の回帰式を求め，その回帰式によって標本木以外の

林木の樹高を推定することが可能であると思われる．挾

高は樹高の測定しにくいウツペイ林においても，比較的
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容易に迅速に，かつまた正確に測定することができる．

図一2を考察すると，B2とF地区では，他のA，B1，

C2，D地区に比較し，3一年挾高の大きさではあまり

差がみられないが，7一年挾高，10一年挾高と挾高が大

きくなるにつれて，その差が大きくなっている．これは

各地区の地カの差が原因であると考えられる．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　樹高はユ木材積の測定や地位の判定要素として重要な

因子であるにもかかわらず，急傾斜地やウツペイした林

分では，地上よりの測定が困難な場合が多い．クロマツ

林木では節間の長さを測定することにより，各種の挾高

を測桿によって正確，迅速に測定することができる．

　30年生以上の林木では3一年挾高，5一年挾高と樹高

との相関はかなり低い場合があり，地区により変動が大

きい．これは林木の年令が高くなるにつれて，3一隼挾

高とか5一年挾高とかの短い挾高では，樹高との相関が

低くなることを示している．しかし，7一年挾高，10一

年挾高と樹高との相関はかなり高く，特に10一年挾高と

樹高との間では各地区ともかなり高い値を示している．

また各地区とも挾高が大きくなるにしたがって樹高との

相関が高くなっている．以上のことからクロマツ壮令林

においては10一年挾高と樹高との相関が高く，回帰式が

高位水準で有忌であれば，10一年挾高を測定することに

よって，その特定林分の標本木以外の林木の樹高を推定

することができる．また各地区における優勢木の10一年

挾高の差は，各地区の地力の差を示すものと考えられ

る．
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　He1ght皿ensUrat1ons　mad．e　froIn　the　gromd－are　not　so　accurate　as　genera11y　be11eved．

The　error　der1ves　prmc1pa11y　from　a　d．1ff1cu1ty　of　seemg　the　exact　top　of　a　tree1n

d．ense　forest　stand－

　A“1nterceptgrowth”1nd．ex1sbased．onhe1ghtgrowthd．urmg3，5，7，and－10－year
per1od．s　that　beg1ns　w1th　the　year1n　wh1ch　the　breast　he1ght1eye11s　atta1ned

　H1gh　corre1at1on　coeff1c1ents　and．s1gn1f1cant　va1ues　were　found．between　10－year

1ntercept　growth　an（1tota1－he1ght（r1o＝0730　to0953），on　the　other　hand．3－year

mterceptgrowthwasnots1gn1f1cant1ycorre1ated－w1thtota1－he1ght　A1mearre1at1on＿
sh1p　was　found．to　ex1st　between．10＿year　mtercept　growth　and．tota1＿he1ght

　Mlensurat1on　of！0－year1ntercept　growth　was　apPrec1ab1y　eas1er　and．accurater　than

mensurat1on　of　tota1－he1ght　Tota1－he1ght　can　be　est1mated．md．1rect1y　w1th10－year

mtercept　growth1n　the　Kuromatsu　stand一


